説教要旨「富」
聖書；マタイ６章２５－３４
　イエス・キリストは「思い悩むな」と言われます。この語は「ああでもない、こうでもない」と思い惑う、というよりも、ただ「不安に思う」「心配する」という含みのほうが強いと思われます。
　６章２５－３４を読みますと、ここに記されているところには次のようなポイントがあると思われます。まず、食べること、着ることで思い悩むのは、誰でもそうであるという点です。キリストは聞いているすべての人に「思い悩むな」といわれますが、そのことは誰もがすべて思い悩んでいるということを暗示しています。食べること、着ることの不安、心配は、３４節の表現を借りれば「明日のことを心配する」ということだろうと思われます。誰でも明日何が起きるか分かりません。分からないことには誰もが不安感を抱くものです。食べること、着ること、それに住まいを考えると、人は誰でも心配し、不安になり、心が安定しなくなるものです。そのような、不安や心配をどう克服するのか、キリストは二つの実例をもって答えを提示されます。
　もうひとつ、言われていることは、食べることや着ることについては誰もが思い悩むのですが、もっと大切なことに関しては思い悩んでいないので、キリストは、食べ物、着物よりも大切なことがあり、そのことにもっと注意を払えといわれています。その大切なこととは、命のこと、からだのことです。からだはここでは単に肉体を意味しているのではありません。死ぬべきからだ、死を経験するはずの肉体を指しています。つまり、キリストは単なる生命力とか生命そのものよりも、生と死、そして、命そのものである魂をここでは問題にし、その問題はなおざりにされているという事実を指摘されています。
その生命を、死から解き放つためにどうすればよいのか、もっと端的に言えば、どうすれば永遠の御国、天国に入ることができるか、ということを語ろうとされます。衣食住、あるいは明日の必要に比べれば関心が薄いと指摘されていますがその通りです。
　ではどうすればいいのでしょうか。まず食べることと着ることについて、どう考えればいいのか。キリストは鳥の例と野の花の例を持ち出されています。
　ここに書かれてあることは容易に理解することができます。常識に属するといってもよいでしょうか。空の鳥は、種も蒔かず、刈り入れもしないし、収穫を蔵に納めることもしない。
農業は決して楽な仕事ではありません。特に農村地区である西谷地区で見ていますと、農家は専門家だとつくづく思います。専門的知識がなければ農業はできないのです。そして、農家の人は朝早くから田畑に出て労働をしています。それを見ていると農業は生半可にできる仕事ではないと思わざるを得ません。そんな苦労を要するはずの農業など知らないで、鳥は食べるものを見つけ生命を維持しています。あくせく食べ物を得ようとしている私たちを見て笑うかもしれない鳥のことをキリストは考えなさいといわれます。私たち人間は、あくせく考え、頭を悩ませているけれども、鳥は全然そうではない。しかし、鳥は悩まないで、飢えることもなく日々食べ物を得ています。なぜそうなのか。神が鳥を養ってくださっているからです。鳥でさえも、神は配慮されるなら人間をさらに配慮されるはずではないか。キリストはこのように食べることで不安をおぼえ、心配をするものを責めておられます。
　さらに、野の花のことを語っておられます。ガリラヤ湖周辺の草原の野草は一斉に花を咲かせます。その美しさは、比較するものがないほどだそうです。ソロモン王はユダヤの歴史の中で最高の権力と富を勝ち得た人物です。その富に任せて、金銀の宝飾品で身を飾りました。その華やかさは並び立つものはありません。ところが野の花の美しさはソロモンの飾り以上だとキリストは言われます。どんなに着るもののことで人はあれやこれやと心配をしています。見栄えはいいのか、きれいに見られているか。服装は一種の表現形式です。美的感覚さえ示します。
　キリストは着ることについて心配ばかりする人に向かって、野の花を見なさい。神は人間以上に知恵にまさって美しく、豊かであると示され、人間を配慮されています。
　神は鳥や野の花すらも配慮されています。それなら人間はそれ以上の恩恵を蒙っています。神は太陽を照らし、雨を降らせて、穀物を実らせ、家畜を養って毛を刈り取らせられます。これは摂理といわれている神の特質を表わしています。神は摂理の神です。神はあらゆるものを支配し、これを治めて、全体を守られています。このような摂理信仰がここで述べられているのです。
　明日のことも同じです。私たちは明日何が起こるのか知りません。それで不安を感じます。いったいこの世界はどうなるのだろうかと思うと心配で仕方がありません。しかし、神は摂理の神です。あらゆることを知り、あらゆることを起こし、あらゆることを動かされます。
明日のことも神の手のうちにあります。だから、摂理の神を信じていることが大きな課題となります。食べることや着ることで不安がっている私たちですが、神はとっくに私たちのために配慮をしてくださっています。要するにここでキリストは摂理の神を信じるように勧められていることが分かります。
　ところで、ここは信仰の問題が扱われています。これをごっちゃにして、現実の問題に当て嵌めるとおかしなことが起きてきます。実際に食べ物がなく、飢えて死のうとしている人がいます。そういう人に向かって、摂理信仰を求め、安心しなさいというとこれは大きな間違いを起こしてしまいます。
食べ物に欠いている人、着るものがない人には食べ物を提供し、寒さから身を守る衣服を準備することがまずしなければならないことです。神は摂理の神だといい、飢え渇いている人には、何かを所有しているにもかかわらず何も与えないで、ただ摂理信仰を強制するだけではかえってそのような信仰の押し付けは誤りというべきでしょう。持てる人はもたないどころか今日の食物にも事欠く人にいかにしてそれを提供するか考えるといういわゆるディアコニアの働きは必須です。それは今日キリスト者にも教会にも求められています。むろん、キリストは違います。キリストは摂理信仰を要求されていますが、そのキリストは何千人の人を、わずかのパンと魚をもって満腹させる力ある方です。
この方が摂理信仰を求めておられますが、求めてくるものを満たす力をもっておられます。決して空手形、口先だけの対応をされることはありません。
　また、確かにすべても食料、衣服を喪失し、もはや飢え死にしか残されていないというような場合、神の摂理を信じること以外に慰めも希望もありません。そのときこそ摂理信仰が唯一の逃れの道となるでしょう。
　神の摂理を信じることが、食べること、着ること、明日のことを心配し不安がることからの救済の道ということができます。
　しかし、キリストは、さらに、食べ物や着物のことであくせくし、生きること、生命のことをあまり考えないような人に向かいます。実際には、魂のことやその救い、あるいは永遠の生命に生きることなどはよほどの物好きでない限り関心を持ちません。これはおそらく事実だろうと思います。
　生きること、生命、魂の問題を解決するためには、神の国と神の義を求めなければなりません。このことを追求してこそ生命は得られます。
　神の国は神の支配を意味します。神が支配する、そこで求められるのは服従、従順です。神に対して従順であり、最後まで従う。それこそが生命に入る道、方策です。
　神の義とは神の正義であって、神は悪を憎まれる方です。正義こそ神のもっとも知られる属性です。神は悪を憎まれ、排除されます。神に相応しく身も心も正しくあろうとするときに、私たちは真実の生命に触れることができます。イエス・キリストは無代価でこの義を私たちに提供することを約束されました。福音の約束はそれです。
　キリストは福音を宣教することを私たちに命じておられますが、それは神の国と義を追い求めるように勧めることでもあります。神の国と義が追い求められているとき、私たちは真実の、朽ちない永遠の神のみ国に入ることができます。
　この生命を得られるならば、食べるものや着るものは添えて与えられるといわれています。何を食べたらいいか、何を着たらいいか。こういうことで悩み、また、それらが手に入らなければどうしようかと心配ばかりしているのが私たちです。そのために生命を獲得する熱心は忘れられています。何よりも、その生命の喪失、滅びの招来を忘れてしまっています。
　肝心なものを忘れてしまっている。それが私たちです。ですから、今求められていることは、神の国と義を追い求めて永遠の命、不死なる魂をいかにして獲得するか、です。
　永遠の生命を求め、得られるというよりどころを確保するなら、もはや明日のことを心配する必要はありません。なぜなら、神は間違いなく、イエス・キリストにおいて神の国を保証されています。その神はイエス・キリストにあって摂理の神でもあられます。摂理の神は働かれます。
　私たちはいつも神の守りを約束されています。そうであれば、明日のことを心配する必要はありません。キリストにあって、私たちは神の恩恵の下にあることができます。
　摂理信仰がないところでは、不安だけ、あるいは心配と恐れだけが残ります。しかし、キリストは摂理の神を信じるように求めておられます。そして、その神は私たちを永遠に生かす命の神でもあられます。この神に、私たちはまことの平安の根拠を見い出します。キリストは私たちを決して見捨てられることはないのですから。(この項おわり)　
